
７ 広報まえばし

前
橋
工
科
大
で
は
、
平
成
十
五
年

度
前
期
の
科
目
等
履
修
生
と
、
四
月

一
日
付
で
採
用
す
る
実
験
補
助
や
図

書
館
業
務
な
ど
の
嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

試
験
日
＝
３
月
３
日
�

会
場
＝
前

橋
工
科
大
　
出
願
期
間
＝
２
月
27
日

�
・
28
日
�

出
願
資
格
＝
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
�
高
等
学

校
卒
業
�
通
常
課
程
に
よ
る
十
二
年

の
学
校
教
育
を
終
了
�
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
　
募
集
人
数

＝
若
干
人
　
履
修
期
間
＝
４
月
〜
９

月
の
半
年
間
　
募
集
要
項
の
請
求
＝

百
四
十
円
切
手
を
張
っ
た
、
あ
て
先

明
記
の
封
筒
（
角
２
）
を
〒
３
７
１

―
０
８
１
６
前
橋
市
上
佐
鳥
町
四
六

〇
―
一・
前
橋
工
科
大
事
務
局
へ
　
そ

の
他
＝
履
修
許
可
科
目
の
内
容
は
同

大
で
２
月
24
日
�
か
ら
掲
示

職
種
・
採
用
予
定
数
＝
�
建
築
学
科

実
験
補
助
お
よ
び
学
科
事
務
・
一
人

�
附
属
図
書
館
図
書
館
業
務
・
二
人

�
情
報
セ
ン
タ
ー
業
務
・
二
人
�
事

務
局
事
務
補
助
・
一
人
　
対
象
＝
�

は
建
築
専
攻
の
短
大
卒
以
上
の
人
�

は
司
書
資
格
が
あ
る
人
�
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
管
理
が
で
き
る
人
�
は
経
理

事
務
の
経
験
が
あ
る
人
　
勤
務
時
間

＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時
ま
で

の
六
時
間
で
週
三
十
時
間
程
度
　
申

し
込
み
＝
２
月
21
日
�
ま
で
に
履
歴

書
を
〒
３
７
１
―
０
８
１
６
前
橋
市

上
佐
鳥
町
四
六
〇
―
一
・
前
橋
工
科

大
�
は
建
築
学
科
長
�
〜
�
は
学
務

課
長
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
大
事
務
局
総

務
課
�
２
６
５
―
０
１
１
１
へ
。

債
費
（
借
入
金
の
返
済
）
な
ど
、
総

額
三
十
九
億
四
百
七
十
万
円
を
支
出

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
収
入
は
、
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
に
対
す
る
国
の
補
助
金
や

防
火
水
槽
工
事
な
ど
に
充
て
る
借
入

金
（
市
債
）
な
ど
の
「
特
定
財
源
」

が
一
億
千
八
百
八
十
万
円
。
一
方
、

市
民
が
負
担
す
る
市
税
な
ど
の
「
一

般
財
源
」
は
三
十
七
億
八
千
五
百
九

十
万
円
で
、
市
民
一
人
当
た
り
一
万

三
千
三
百
七
十
七
円
を
負
担
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
必
要
不
可
欠
な
経
費

消
防
経
費
の
約
八
割
を
占
め
る

前
広
振
負
担
金
は
、
本
市
、
富
士

見
村
、
大
胡
町
、
宮
城
村
、
粕
川

村
が
共
同
し
て
運
営
し
て
い
る
消

防
救
急
業
務
に
対
す
る
負
担
金
。

消
防
職
員
の
人
件
費
や
消
防
車
両

の
維
持
管
理
経
費
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
消
防
団
や
防

火
水
槽
は
、
地
域
の
消
火
活
動
に

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

消
防
庁
舎
・
消
防
署
な
ど
の
施
設

も
、
市
民
へ
の
災
害
情
報
の
提
供

や
、
迅
速
な
消
防
活
動
の
た
め
に

は
必
要
で
す
。

消
防
活
動
は
、
直
接
、
人
命
に

か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
。
す
べ
て

が
必
要
不
可
欠
な
経
費
で
す
が
、

少
な
い
経
費
で
、
よ
り
充
実
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
�
８

９
０
―
６
５
４
２
、
消
防
本
部
総

務
課
�
２
２
０
―
４
５
０
５
へ
。

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
火
を
使

う
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。
二
月

は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
事
の
危
険

性
が
最
も
高
ま
る
時
季
。
そ
こ
で

今
回
は
、
消
防
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

□
消
防
費
は
39
億
円

平
成
十
三
年
度
の
消
防
費
は
、

左
図
の
と
お
り
。
前
橋
広
域
市
町

村
圏
振
興
整
備
組
合
（
前
広
振
）

に
対
す
る
消
防
な
ど
の
負
担
金
、

各
地
区
の
消
防
団
運
営
経
費
、
公

ざいせい ざいせい 
分かりやすい 
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一般財源一般財源 
（市税など） 

�－�32億2,900万円 

　　一般財源 
　　（市税など） 

�－�37億8,590万円 

特定財源 
� 1億1,880万円 

　　広域消防・消防団事業 
（消　防　費） 
� 39億470万円 

歳　出 歳　入 

平成14年３月末人口　283,005　人　� 
　市民一人当たり　13,377円｛（�－�）÷�｝ を負担　

補助金          710万円 
市債     1億1,150万円 
その他            20万円 

前広振に対する 
負担金 
（広域消防本部分）   
           31億8,970万円 

各地区ごとの消防団運営 
             1億5,640万円 

公債費    4億680万円 

消防庁舎、防火水槽整備 
など     1億5,180万円 

一
人
当
た
り
１
万
３,３７７
円
負
担
の
消
防
費

図書館業務の嘱託員も募ります

前橋工科大

科目等履修生と
嘱託職員を募集

前
期
科
目
等
履
修
生

事
務
な
ど
の
嘱
託
職
員


